






[整理番号５]

大項目 小項目

水産資源の維持・
保全

増殖場（藻場）の整備により、当該海域において不足する
水産資源の成長段階に応じた生育環境が確保され、水産
資源の維持・保全が図られることから、「Ａ」と評価した。

Ａ

資源管理諸施策と
の連携

増殖場（藻場）の整備により、地域における種苗放流等の
資源管理への取り組みや栽培漁業との連携の下、資源管
理体制が構築されることから、「Ａ」と評価した。

Ａ

生産量の増産（持
続・増産・下降抑
制）

増殖場（藻場）の整備により、当該海域において、資源状
態が悪化し生産量の減少が懸念される魚種の生産量が持
続されることから、「Ａ」と評価した。

Ａ

生産コストの縮減
等（効率化・計画
性 の向上）

沖防波堤及び増殖場（藻場）の整備により、効率的・計画
的な漁業生産が実現され、漁船見回り作業時間の短縮な
ど生産コストの縮減が期待されることから、「Ａ」と評価し
た。

Ａ

水質・底質の維
持・改善

増殖場（藻場）の整備により、海藻類の窒素、リンの固定に
よる水質浄化や底質の安定化、水産資源の生息環境の創
造が図られることから「Ａ」と評価した。

Ａ

環境保全効果の
持続的な発揮

漁場管理運営協議会等による漁場の調査、保全、管理活
動が継続して行われ、環境保全効果が持続的に発揮され
ることから「Ａ」と評価した。

Ａ

品質確保

防雪防暑施設の整備により、食品衛生法に基づく安全性
の確保が期待され、また水産物の劣化防止が期待される
ことから、「Ｂ」と評価した。

Ｂ

消費者への安定
提供

沖防波堤及び浮桟橋の整備により、機能集約による漁獲
物の集荷が促進され、水産物の流通安定化に向けたロット
の確保につながることから、「Ａ」と評価した。

Ａ

漁業活動の
効率化

漁港機能の強化

沖防波堤の整備により、本漁港を含む5漁港の機能分担に
伴う本漁港への陸揚げ機能の役割を果たすための静穏度
の確保につながることから、「Ｂ」と評価した。

Ｂ

労働環境の
向上

就労改善等

沖防波堤及び増殖場（藻場）の整備により、漁港近傍に高
齢者や女性でも操業できる静穏な磯根漁場が創出される
ことから、「Ａ」と評価した。

Ａ

定期船の安定運
航

沖防波堤の整備により、人等を運搬する定期船の発着及
び休けい時の静穏度向上等による運航の安定化に資する
ことから、「Ａ」と評価した。

Ａ

災害時の緊急対
応

沖防波堤の整備により、港内静穏度が向上することで、震
災後の孤立集落への物資海上輸送拠点として指定してい
る本漁港の防災機能（輸送機能）の強化が期待できること
から、「Ａ」と評価した。

Ａ

漁業の生産
性向上

生産量等の拡大・
安定化や効率化
等

増殖場（藻場）の整備により、水産資源の増大による漁業
生産量の大規模な増産が見込まれ、目標値が設定されて
いることから「Ａ」と評価した。

Ａ

水産物流通
に与える効
果

水産物流通量等
の拡大・安定化や
効率化、水産物の
販路や輸出拡大
等

増殖場（藻場）の整備により、漁業生産量が増産し、水産
物流通量の大幅な拡大が見込まれ、目標値が設定されて
いることから「Ａ」と評価した。 Ａ

地域経済に
与える効果

加工場等関連産
業の集積、雇用者
数増加、交流人口
の増加等

地元が本事業で整備する増殖場（藻場）等を活用した漁業
体験ツアーを推進することとしており、整備後には漁業者
の所得向上や漁村の活性化が期待されることから、「Ａ」と
評価した。

Ａ

効
率
性

計画時におけるコ
スト縮減対策の検
討

実施断面検討時には、経済性を考慮した断面比較を実施
し、コスト縮減に取り組むことから、「Ａ」と評価した。 Ａ

地域の水産関連
計画等との整合性
及び地元調整

青森県の「攻めの農林水産業推進基本方針」のほか、佐
井村のアクションプランの遂行に繋がる事業であるととも
に、地元調整も図られていることから「Ａ」と評価した。

Ａ

他事業との調整・
連携

青森県の「資源回復計画推進事業」、「資源管理指針・計
画体制強化事業」や佐井村漁協の「魚類養殖事業」との連
携効果が期待されることから、「Ａ」と評価した。

Ａ

リサイクルの促進
等

施工にあたり、再生採石や間伐材を活用した工事看板等
を利用することでリサイクルの促進に繋がることから、「Ａ」
と評価した。

Ａ

生態系への配慮
等

水産生物の保護育成効果の高い増殖場（藻場）の整備に
より、水産生物の多様化による水域環境の改善が図られ
ることから、「Ａ」と評価した。

Ａ

多面的機能の発
揮

本事業の整備により、漁村の核となる漁港やその周辺が
生業と賑わいの場となって、漁業者の所得向上や漁村の
活性化に繋がり、地域文化の保全・継承等が図られること
から、「Ａ」と評価した。

Ａ

有
　
　
効
　
　
性

漁業の成長力強化

コスト縮減対策

事
業
の
実
施
環
境
等

他計画との整合

他事業との調整・連携

循環型社会の構築

環境への配慮

多面的機能発揮に向けた配慮

生産力の
向上と力
強い産地
づくり

生産

水産資源の
保護・回復

漁家経営の
安定（水産
物の安定供
給）

水域環境の
保全・創造

陸揚げ
荷捌き
集出荷
流　通
加　工

安全・安心
な水産物提
供

生活
生活者の安
全・安心確
保

多段階評価の評価根拠について

分類項目

評価指標 評価根拠 評価

中項目

都道府県名：青森県 地区名：佐井
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　　　　　　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比　　　　　　　　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

⑩自然環境保全・修復効果

5,893,149

⑭その他

378,689

1.53

生活環境の向上

地域産業の活性化

自然保全・文化の継承

⑦漁業外産業への効果

⑧生命・財産保全・防御効果

⑨避難・救助・災害対策効果

3,860,230

非常時・緊急時の対処

・地元が漁港内の増養殖場や藻場を活用した漁業体験ツアーを実施することで、漁村の核とな
る漁港への来訪者による「にぎわい」が創出され、漁村の活性化が図られる。

383,293

358,790

619,461

3,263,563

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

①水産物生産コストの削減効果

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

地区名 佐井青森県

水産生産基盤整備事業
漁港施設　50年
漁場施設　30年

施設の耐用年数

781,548

漁業就業環境の向上 ⑤漁業就業者の労働環境改善効果

その他

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果

⑬施設利用者の利便性向上効果

⑥生活環境の改善効果

107,805

評価項目

水産物の生産性向上

便益額（現在価値化)

④漁獲物付加価値化の効果
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［整理番号５］

作業環境ランク表

　防暑防雪施設及び浮桟橋整備に伴う陸揚げ作業環境の改善
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